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立地適正化計画の概要
平成２６年８月に都市再生特別措置法が改正され、市町村が住宅及び医療、福祉、商業等の生活に

関連する施設の立地の適正化を図るための計画として、「立地適正化計画」を作成することができる
こととなりました。

「立地適正化計画」とは、人口減少や少子高齢化が進行する中で生じる、中心市街地の衰退、空き
家の増加、社会保障費の増加、インフラの老朽化による維持更新費の増加などの問題への対応を、
「まちのかたちはどうあるべきか」という観点から考えていく計画です。

立地適正化計画の計画対象区域は
都市計画区域（黒の破線の範囲）

面積：3,094ha（約4％）

※立地適正化計画は、益田都市計画区域
のみを対象に作成

用途地域
面積：915ha（約30％）
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益田市都市計画マスタープラン
【益田市の都市計画に関する基本的な方針】

立地適正化計画の概要
計画の位置づけ

立地適正化計画は、上位計画である「第６次益田市総合振興計画」、「益田都市計画区域マスター

プラン」に即して定めます。また立地適正化計画は都市再生特別措置法第８２条より、平成２３（2011
）年度に策定した益田市都市計画マスタープラン※の一部とみなされ、医療や福祉、公共交通、防災
、居住などの様々な関連分野の計画とも整合性を図りながら定めます。

益田市
立地適正化計画

第6次益田市総合振興計画
第２期まち・ひと・

しごと創生 益田市総合戦略

益田都市計画区域
マスタープラン

【都市計画区域の整備開発
及び保全の方針】

（島根県策定）

関連分野の計画
医療分野、福祉分野、

地域交通分野、防災分野、
建築・住宅分野など

例)益田市地域公共交通計画
益田市住計画基本計画

連携

※益田市都市計画マスタープランも改定時期を迎えており、立地適正化計画の策定に合わせて検
討し、一体的に見直しを行います。 4



立地適正化計画の概要

【主な記載事項】

• 基本的な方針
住宅及び誘導施設の立地の適正化に関する基本的な方針

• 居住誘導区域
人口密度を維持することにより、生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるように居住を誘
導する区域

• 都市機能誘導区域
医療、福祉、商業等の都市機能を誘導し集約することにより、これらの各種サービスの効率的な提
供を図る区域

• 誘導施設
人口減少、高齢化社会にあっても、市民の日常の生活利便性を確保するために必要な施設
（医療施設、社会福祉施設、子育て支援施設、教育施設、商業施設、行政施設など）

• 誘導施設を誘導する施策方針
誘導施設を都市機能誘導区域へ誘導するための施策

• 防災指針
立地適正化計画の居住誘導区域内等で行う防災対策・安全確保策を定めるもの

※立地適正化計画で定めた居住誘導区域や都市機能誘導区域に対し、強制的な居住の誘導や
すべての都市施設の集積を行うものではありません。
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立地適正化計画の概要

※国土交通省資料を基に作成

都市機能誘導区域

居住誘導区域

誘導施設

立地適正化計画区域 = 都市計画区域

益田市地域公共交通再編
実施計画

公共交通ネットワーク

利便性の高い公共交通で結ばれたコンパクトなまち
⇒コンパクトシティ ＋ ネットワーク

立地適正化計画で設定

立地適正化計画で設定

益田市地域公共交通計画
等と連携

市街化区域
（用途地域）
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立地適正化計画の概要

※国土交通省資料を基に作成

居住誘導区域とは？

人口が減少しても一定エリアにおいて人口密度を維持すること
により、日常生活のサービスや公共交通、また地域コミュニティ
が持続的に確保されるよう居住を誘導すべき区域。

居住誘導設定の考え方
（参考例）

・公共交通機関や医療施
設、教育施設などの生活サ
ービス施設の利便性が高
いエリア

・災害が想定されるエリア
については除外

等
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立地適正化計画の概要

※国土交通省資料を基に作成

都市機能誘導区域とは？

都市機能誘導区域とは、医療・福祉・商業等の都市機能を都市
の中心生活拠点に誘導し集約することにより、これら各種サー
ビスの効率的な提供を図る地域になります。
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立地適正化計画の概要

誘導施設とは？

都市機能誘導区域内に、立地を誘導すべき都市機能の増進施
設。将来の人口推計や施設の充足状況や配置を勘案し、必要
な施設を定めることが求められます。

誘導施設として想定される施設

※現在すでにある施設を区域外に流出させないという観点も含みます。

 高齢化の中で必要性が高まる施設
病院・診療所、老人デイサービスセンター、地域包括支援センター 等

 子育て世代にとって居住場所を決める際の重要な要素となる施設
幼稚園や保育所、小学校 等

 集客力があり、まちの賑わいを生み出す施設
デパート、スーパーマーケット、図書館 等

 行政サービスの窓口機能を有する市役所支所等の行政施設
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計画策定に係る検討体制について
上位計画

益田市総合振興計画 都市計画区域マスタープラン

即する

益田市立地適正化計画

益田市都市計画マスタープラン

策定委員会
委員長：副市長
委 員：各部長

作業チーム
（関係課係長等）

事務局
（都市整備課）

提案
意見聴取

都市計画審議会
（15名）

・学識経験者
・市議会議員

・行政職、市民

立地適正化計画
策定審議委員会

（12名）
・学識経験者
・経済分野

・医療、福祉分野
・子育て分野

・地域づくり分野
・地域交通分野

・防災分野

報告市議会

※策定委員会で検討（案の作成）を進め、策定審議委員会及び都市計画審議会で審議・意見
聴取を行い、計画案を取りまとめます。

作成

公表

建築等の届出、必要な勧告

都市機能増進施設の立地促進
の支援等

基礎調査の分析、市民意向調査
課題の分析、計画検討資料

（コンサルタント）

資料作成
情報提供

関連分野の計画
医療・福祉分野
地域交通分野

防災分野
建築・住宅分野など

調整
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策定のスケジュールについて

11

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎調査

住民意向調査

将来見通しや都市課題
の分析

まちづくりの方針や誘導
方針の検討

居住誘導区域の検討

都市機能誘導区域の検
討

誘導施策の検討

防災指針の検討

目標値や評価手法等の
検討

立地適正化計画
素案の作成

住民説明会やパブリック
コメントの実施

立地適正化計画
案の作成

立地適正化計画
策定委員会

立地適正化計画
策定審議委員会

都市計画審議会

作業項目
令和3年度 令和4年度

公
表

印刷

方針 素案（骨子）の作成

案の作成

現状と課題等

まちづくりのポイント

計画方針等の審議 区域案の審議 骨子の審議

パブコメ案の審議

計画案の審議

確認



直近のスケジュールについて

2月22日（火） 立地適正化計画策定委員会

3月10日（木） 政策調整会議

3月14日（月） 市議会（経済建設委員会）

3月18日（金） 立地適正化計画策定審議委員会

3月24日（木） 都市計画審議会
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・益田市の現状

・益田市の将来見通し

・住民意向調査

・今後のまちづくりの課題

益田市の現状と課題について
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（１）これまでの人口の推移

• 益田市では、1985年から35年間で人口は、約15,100人（約25％）減少した。

• 老年人口割合は、上昇を続けており、2020年には約38％に達している。

益田市の現状

14出典：国勢調査



（2）自然増減の状況

• 出生数を死亡数が上回り、人口の自然減が続く状況となっている。

• 直近5年間で出生数は、減少しており2020年には300人を下回っている。

益田市の現状
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（3）社会増減の状況

• 転出超過による、人口の社会減が続いている。

益田市の現状
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出典：島根県人口移動調査
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益田市の現状

転入・転出の年代別人口数 2015(H27)～2019(R1)

• 特に10～20歳代の人口流出が大きい

17

出典：住民基本台帳人口移動報告



益田市の現状

• 人口の多い年齢層は65～74歳で、高齢者数はピークを迎えており、今後人数は
減少していくものと想定されます。

• 10歳代以下は比較的多いが、20歳代が極端に少なくなっています。

18

（４）年齢構成

人口ピラミッド（2020年）

出典：国勢調査
※年齢不詳は含まない



（5）人口分布

• 地域別に人口をみると、都市計画区域内に人口の多いメッシュが密集しており、全体
に占める割合は約61.9%である。

益田市の現状

19出典：国勢調査



（6）人口分布の変化（2010(H22)年から2015(H27)年の人口増減）

• 全体として減少しており、都市計画区域内においても減少となっている。都市計画区
域内の人口については、用途地域内は0.9％増加し、用途地域外では7.2％の減少
がみられる。

• 都市計画区域外では8.8%が減少している。

益田市の現状

増減率

2010-2015

用途地域 18,014 35.8% 18,175 37.8% 0.9%

上記以外 12,412 24.6% 11,578 24.1% -7.2%

19,944 39.6% 18,339 38.1% -8.8%

50,370 100.0% 48,092 100.0% -4.7%

2010（H22） 2015（H27）
地域区分

人口（人）※

※ メッシュ人口をGIS（地理情報システム）上で算出

都市計画

区域

都市計画区域外

合計

20出典：国土数値情報（R4.2月時点での最新データを使用）



（7）都市施設の整備状況

• 下水道が整備されている区域は、既存市街地の中でも一部であり、立地適正化計画
での設定に合わせて、今後の事業計画との整合性を確保する必要がある。

益田市の現状
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（8）益田市の用途地域

• 用途地域内には、未開発の農地や山林があるとともに、未整備の都市計画道路もあ
る。

益田市の現状
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（9）-１ 水災害（想定最大規模）

• 想定最大規模の降雨が生じた時には、市街地に家屋倒壊等氾濫想定区域や2階ま
で浸水する恐れのある3ｍ以上の浸水深となる区域が存在している。

益田市の現状

高津川流域は国の最新の詳細
データを確認中 23

想定し得る最大規模の降雨により氾濫した場合の浸水状況のシミュレーション
高津川（高津川流域の48時間総雨量 497ｍｍ）

益田川（流域全体に1日の総雨量465ｍｍ、ピーク時101ｍｍ/ｈの降雨）



益田市の現状
（9）-１ 水災害（計画規模）

• 計画規模の場合は、市街地内に浸水想定区域の設定をされている箇所があるが、
ほとんどの区域は3.0ｍ未満となっている。

高津川流域は国の最新の詳細
データを確認中 24

計画の年超過確率1/100の降雨に伴う洪水により氾濫した場合の浸水状況のシミュレーション
高津川（高津川流域の2日間総雨量 353ｍｍ）
益田川（流域全体に1日の総雨量327ｍｍ、ピーク時71ｍｍ/ｈの降雨）



益田市の現状
（9）-２ 土砂災害

• 市街地（用途地域）の山麓部を中心に、土砂災害のリスクのある箇所が散在している。
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益田市の現状
（9）-３ 液状化危険度

• 市内には、弥栄断層帯が走っており、地震災害のリスクとして、液状化や津波浸水など
のリスク等が存在している
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益田市の現状
（9）-４ 津波による浸水

• 市内には、弥栄断層帯が走っており、地震災害のリスクとして、液状化や津波浸水など
のリスク等が存在している
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国立社会保障・人口問題研究所推計値
（人） （％）

（１）総人口及び年齢構成

• 益田市では、島根県の他の市町村と同様に、人口減少、高齢化の傾向が今後も続くと予想
されている。

• 老年人口も減少に転じるが、それを上回るペースで年少人口や生産年齢人口が減少する

益田市の将来見通し

28出典：国勢調査（1995年～2020年）
国立社会保障・人口問題研究所（2025年～2045年）



（2）地域区分別の人口予測

• 地域区分別の人口予測では、都市計画区域外での減少率が最も多いが、今後は用途地
域内でも減少が進むものと想定される。

• 今後20年間で概ね20～30％程度減少する。

益田市の将来見通し

人口（人） 比率 人口（人）
増減数
（人）

増減率 人口（人）
増減数
（人）

増減率 比率

用途地域 17,493 38.5% 15,937 -1,555 -8.9% 14,220 -3,273 -18.7% 41.4%

上記以外 11,012 24.2% 9,789 -1,224 -11.1% 8,472 -2,541 -23.1% 24.7%

16,915 37.2% 14,152 -2,763 -16.3% 11,655 -5,260 -31.1% 33.9%

45,420 100.0% 39,878 -5,541 -12.2% 34,347 -11,073 -24.4% 100.0%

地域区分

都市計画
区域

都市計画区域外

合計

※ メッシュ人口をGIS（地理情報システム）上で算出。増減数及び率は2020年を基準

人口（人）
※

2020 (R2) 2030 (R12) 2040 (R22)

29

出典：国土数値情報（R4.2月時点での最新データを使用）



市民 高校生

対象 益田市民2,000人 市内の高校に在籍する2年生

配布数
【旧益田市】1,600通
【旧美都町】200通
【旧匹見町】200通

【益田高校】 133通
【益田翔陽高校】138通
【明誠高校】 138通
【益田東高校】 113通

回答数／回答率

990件／49.5％

■地区別※
【旧益田市】761件／47.6％
【旧美都町】 99件／49.5％
【旧匹見町】117件／58.5％

486件／93.1％

■高校別
【益田高校】 117件／88.0％
【益田翔陽高校】132件／95.7％
【明誠高校】 130件／94.2％
【益田東高校】 107件／94.7％

※居住地について以下の5地区に分類して集計した。

区分 地区

市街地 益田地区・吉田地区・高津地区

市街地近郊 安田地区・鎌手地区・北仙道地区・豊川地区・西益田地区・中西地区

郊外部 種地区・真砂地区・二条地区・美濃地区・小野地区

旧美都町 東仙道地区・都茂地区・二川地区

旧匹見町 匹見上地区・匹見下地区・道川地区

住民意向調査
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25.8

35.8

31.0

24.5

14.5

16.5

61.3

54.9

60.6

66.0

65.5

61.9

9.1

6.5

7.0

6.6

16.4

16.5

2.6

1.6

1.4

2.4

3.6

4.3

1.2

1.2

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=990)

益田市に生まれ、現在まで同じ場所に住んでいる

(n=246)

益田市に生まれ、これまでも市内に住んでいるが、

別の家に住み替えをしている(n=142)

益田市に生まれ、市外で生活したことがあるが、

現在は市内に住んでいる（Uターン）(n=335)

県内の他市町村から転入してきた(n=110)

県外から転入してきた(n=139)

強い愛着を感じる ある程度愛着を感じる あまり愛着を感じない愛着を感じていない 無回答

【益田市への愛着】

• 全体で85％以上が益田市への愛着を感じており、市外からの転入者も約80％が
愛着※を感じている。

■益田市への愛着（居住履歴別）

市民アンケート

愛着を感じている：「強い愛着を感じる」「ある程度愛着を感じる」の合計
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【住みやすさ】

• 全体として80％以上は住みやすいと感じている。居住地別では、郊外部と旧匹
見町で「住みやすい」がやや低い。

■住みやすさ（居住地別）

17.1

18.7

16.9

11.8

22.2

13.7

65.8

69.2

68.2

64.7

60.6

56.4

12.6

9.5

12.5

14.1

13.1

20.5

2.6

2.1

0.7

4.7

3.0

7.7

1.9

0.5

1.7

4.7

1.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=990)

市街地(n=380)

市街地近郊部(n=296)

郊外部(n=85)

旧美都町(n=99)

旧匹見町(n=117)

大変住みやすい どちらかといえば住みやすいどちらかといえば住みにくい大変住みにくい 無回答

住みやすいと思っている：「大変住みやすい」、「どちらかといえば住みやすい」の合計

市民アンケート
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【居住地選択で重要視する項目】

• 全体では、医療・福祉環境、安
全性、生活利便性の順番。

• 年代別で上位３項目を比較する
と、10代・20代は「生活利便
性」が１位となり、30代では
「子育て環境」、70歳以上では
「自然環境」が３位に入り込む。

• 居住地別で上位3項目を比較する
と、市街地近郊部で「散策環
境」、郊外部や旧美都町、旧匹
見町では「自然環境」が３位に
入り込む。

■上位３項目（年代別）

■上位３項目（居住地別）

単位：％
1位 2位 3位

医療・福祉環境 安全性 生活利便性

62.9 56.7 36.8

生活利便性 安全性 医療・福祉環境

54.8 54.8 47.6

医療・福祉環境 生活利便性 子育て環境／安全性

65.3 57.1 44.9

医療・福祉環境 安全性 生活利便性
53.3 53.3 41.1

医療・福祉環境 安全性 生活利便性

70.3 64.0 44.1

医療・福祉環境 安全性 生活利便性

67.7 64.6 29.3

医療・福祉環境 安全性 自然環境

62.6 53.5 37.1
70歳以上(n=447)

全体(n=990)

10代・20代(n=42)

30代(n=49)

40代(n=107)

50代(n=111)

60代(n=229)

単位：％
1位 2位 3位

医療・福祉環境 安全性 生活利便性
62.9 56.7 36.8

医療・福祉環境 安全性 生活利便性
65.8 55.5 47.9

安全性 医療・福祉環境 生活利便性・散策環境

60.8 59.8 31.1
安全性 医療・福祉環境 自然環境

63.5 62.4 41.2
医療・福祉環境 安全性 自然環境

65.7 57.6 39.4
医療・福祉環境 安全性 自然環境

62.4 46.2 42.7
旧匹見町(n=117)

全体(n=990)

市街地(n=380)

市街地近郊部(n=296)

郊外部(n=85)

旧美都町(n=99)

市民アンケート
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【持続的に暮らす居住の環境】（徒歩圏内に必要な施設）

• 日常生活に必要な施設が徒歩圏内に必要というのは約54％程度。市街地では平
均より少し高く、約60％となっている。

■居住の環境（居住地別）

17.4

19.5

16.2

12.9

21.2

12.8

36.7

41.3

33.4

34.1

33.3

36.8

31.3

27.6

37.2

31.8

33.3

29.9

5.3

6.3

4.1

3.5

5.1

6.0

5.2

2.9

4.4

10.6

6.1

8.5

1.8

1.1

2.4

3.5

1.0

2.6

2.4

1.3

2.4

3.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=990)

市街地(n=380)

市街地近郊部(n=296)

郊外部(n=85)

旧美都町(n=99)

旧匹見町(n=117)

日常生活に必要な施設や文化施設等ほとんどの施設が徒歩圏内にある地域

日常生活に必要な施設は徒歩圏内にあり、たまに行く施設へはやや遠くても車や公共交通を使用していける地域

日常生活に必要な施設が徒歩圏内になくても、車や公共交通を利用して必要な施設へ行ける地域

日常生活に必要な施設や公共交通などにはこだわらない

わからない

その他

無回答

※「日常生活に必要な施設や文化施設等ほとんどの施設が徒歩圏内にある地域」と「日常生活に必要な施設は徒歩圏内
にあり、たまに行く施設へはやや遠くても車や公共交通を使用していける地域」の合計

市民アンケート
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【今後の居住意向】

• 「住み続けたい」 ※の割合は、
全体で約63％。最も高いのは40
代で70.1％ 。

（住み続けたい理由）

• 全体として、「既に家や土地を
所有」や「気の知れた近所の人
がいる」が多くなっている。

• 10代～40代では保育園、学校・
会社及び商業施設との距離や自
然環境の豊かさも大切な理由と
なっている。

■今後の居住意向（年代別）

■「住み続けたい」上位５項目（年代別）

39.1

19.0

30.6

37.4

27.0

38.4

45.4

23.7

33.3

18.4

32.7

27.9

27.5

18.6

9.8

14.3

12.2

11.2

17.1

11.8

6.0

2.3

4.8

4.1

4.7

0.9

3.1

1.3

10.7

21.4

26.5

9.3

16.2

8.7

8.1

14.3

7.1

8.2

4.7

10.8

10.5

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=990)

10代・20代(n=42)

30代(n=49)

40代(n=107)

50代(n=111)

60代(n=229)

70歳以上(n=447)

これからも住み続けたい どちらかといえば住み続けたいできれば今の場所から移りたい

今の場所から移りたい 今後の状況による 無回答

単位：％
1位 2位 3位 4位 5位

既に家や土地を所有
気の知れた近所の人が

いる
自然が豊富でまちなみ

の景観が良い
病院や介護施設などが

近い
商業施設や飲食店が近

い
79.3 53.7 47.9 37.3 22.3

自然が豊富でまちなみ
の景観が良い

商業施設や飲食店が近
い

保育園や学校等の教育
施設が近い

会社や学校が近くにあ
るから

既に家や土地を所有

54.5 50.0

既に家や土地を所有 会社や学校が近い
保育園や学校等の教育

施設が近い

自然が豊富でまちなみ

の景観が良い

気の知れた近所の人が

いるから
62.5 45.8 37.5

既に家や土地を所有
自然が豊富でまちなみ

の景観が良い
会社や学校が近い

気の知れた近所の人が
いる

病院や介護施設などが
近い

77.3 58.7 44.0 34.7 29.3

既に家や土地を所有
気の知れた近所の人が

いる
自然が豊富でまちなみ

の景観が良い
商業施設や飲食店が近

い
病院や介護施設などが

近い

85.2 47.5 41.0 27.9 24.6

既に家や土地を所有
気の知れた近所の人が

いる
自然が豊富でまちなみ

の景観が良い
病院や介護施設などが

近い
商業施設や飲食店が近

い
84.1 57.6 46.4 37.1 29.1

既に家や土地を所有
気の知れた近所の人が

いる
自然が豊富でまちなみ

の景観が良い
病院や介護施設などが

近い
地域活動やお祭りなど、
住民同士の交流が盛ん

80.4 61.9 48.3 44.1 27.6

36.4

33.3

70歳以上(n=447)

全体(n=990)

10代・20代(n=42)

30代(n=49)

40代(n=107)

50代(n=111)

60代(n=229)

※「住み続けたい」は「これからも住み続けたい」、
「どちらかといえば住み続けたい」の合計

市民アンケート
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42.5

34.4

54.3

38.1

53.3

29.4

12.5

12.5

2.9

9.5

26.7

23.5

1.7

3.1

4.8

15.8

6.3

20.0

33.3

17.6

2.5

3.1

4.8

6.7

16.7

37.5

14.3

17.6

8.3

3.1

8.6

9.5

13.3

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=120)

市街地(n=32)

市街地近郊部(n=35)

郊外部(n=21)

旧美都町(n=15)

旧匹見町(n=17)

益田市の市街地 益田市の市街地近郊

益田市の上記以外の地域 今の地域内のもう少し便利なところ

今と同じ地域内 市外

無回答

• 今の場所から移りたいと思っているのは12.1％。

• その理由としては、公共交通の利便性の悪さや商業施設・飲食店、病院・介護施設
等の立地が上位。（回答は高齢者が多く、50歳代以上が72.5％）

■ 「今の場所から移りたい」
上位５項目

■移りたい場所（居住地別）

単位：％
1位 2位 3位 4位 5位

公共交通の利便性が悪
い

商業施設や飲食店が近
くにない

病院や介護施設などが
近くにない

近所や地域の付き合い
が大変

地域行事やお祭りなど、
地域の活動が多くて面

倒

65.8 57.5 57.5 35.0 32.5
公共交通の利便性が悪

い
商業施設や飲食店が近

くにない
病院や介護施設などが

近くにない
近所や地域の付き合い

が大変
その他

100.0 62.5 62.5 37.5 37.5

商業施設や飲食店が近
くにない

会社や学校が近くにな
い

病院や介護施設などが
近くにない

借家・借地
地域行事やお祭りなど、
地域の活動が多くて面

倒

62.5 50.0 37.5 37.5 25.0

商業施設や飲食店が近
くにない

公共交通の利便性が悪
い

病院や介護施設などが
近くにない

地域行事やお祭りなど、
地域の活動が多くて面

倒

会社や学校が近くにな
い

64.7 41.2 35.3 29.4 23.5

公共交通の利便性が悪
い

病院や介護施設などが
近くにない

商業施設や飲食店が近
くにない

地域行事やお祭りなど、
地域の活動が多くて面

倒

近所や地域の付き合い
が大変

70.0 55.0 50.0 45.0 45.0
公共交通の利便性が悪

い
病院や介護施設などが

近くにない
商業施設や飲食店が近

くにない
近所や地域の付き合い

が大変
役所などの公共施設が

近くにない
70.6 58.8 55.9 44.1 38.2

病院や介護施設などが
近くにない

公共交通の利便性が悪
い

商業施設や飲食店が近
くにない

役所などの公共施設が
近くにない

道路や下水道などの整
備が不十分

72.7 72.7 57.6 39.4 30.3

70歳以上(n=33)

全体(n=120)

10代・20代(n=8)

30代(n=8)

40代(n=17)

50代(n=20)

60代(n=34)

市民アンケート

（移りたい場所）

• 全体としては、75％の人が
市内への住み替えを考えて
いる。

• 市街地近郊部や旧美都町は
「益田市の市街地」が半数
以上を占める。
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【今後の居住地のあり方】

• 約60％が市街地やそれぞれの集落拠点周辺での集約化に肯定的な意見

（地域別・年代別でも大きな差はない）

12.4

16.6

10.5

8.2

9.1

7.7

52.0

52.6

52.7

57.6

56.6

44.4

13.8

9.5

14.9

17.6

15.2

21.4

12.9

14.5

12.8

5.9

13.1

12.8

2.4

2.4

3.4

1.2

1.0

2.6

6.4

4.5

5.7

9.4

5.1

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=990)

市街地(n=380)

市街地近郊部(n=296)

郊外部(n=85)

旧美都町(n=99)

旧匹見町(n=117)

できるだけ市街地に住むようにして、市街地の人口密度を維持し、生活利便の高い地域を維持していく

現在の市街地や集落拠点周辺での生活が維持できるよう、それぞれの地域で集約化が進み、できるだけ効率的なまちの形成を目指す

公共交通や道路などの維持費にかかる経費が増大し税負担が増えても、現在の居住地を維持するまちづくりを進める

IT 等技術を活用して効率的な移動や物流システムを構築し、居住地の集約化は必要最小限になるようなまちづくりを進める

その他

無回答

市民アンケート

■今後の居住地のあり方（居住地別）
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【高校生の属性と卒業後の進路】

• 全体の約42％が市外出身者の学生で、明誠高校、益田東高校では特に多く約65％
が市外出身者となっている。

• 卒業後の進路では、出身地域別では大きな差はなく、全体で73.5％が進学するこ
とを予定している。

■進路■学校別出身地

高校生アンケート

38

56.8

76.9

78.0

34.6

35.5

20.8

12.8

14.4

40.0

14.0

21.0

6.0

6.8

25.4

49.5

1.4

4.3

0.8

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=486)

益田高校(n=117)

益田翔陽高校(n=132)

明誠高校(n=130)

益田東高校(n=107)

市内 市外 県外 無回答

73.5

75.0

68.3

72.5

3.7

4.7

5.0

4.3

5.1

5.9

1.0

12.6

11.2

10.9

18.6

3.9

2.9

6.9

3.9

2.1

1.1

3.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=486)

市内(n=276)

市外(n=101)

県外(n=102)

進学 益田市内で就職 県内の益田市以外で就職 県外で就職 その他 無回答



益田市内で就職

16.3%

県内の益田市以外

で就職

8.7%

県外で就職

42.4%
その他

2.9%

無回答

29.7%

(n=276)

【地元出身高校生の市内就職希望者】

• 高校卒業後は「進学」が最も多く75.0％（全体より多い）。

• 「益田市内で就職」を想定している割合は16.3％となっている。

（進学希望者、就職希望者を合算）

卒業後 進学先 就職先

進学
(n=207)

75.0
％

県内 14.5％ 市内 11.6％

市外 3.6％

中国地方 27.9％ 中国地方 14.2％

その他地域 27.9％ その他地域 17.0％

その他 2.9％

無回答 1.8％ 無回答 28.6％

就職
(n=58)

21.0
％

市内 4.7％

市外 5.1％

県外 11.2％

その他
(n=8)

2.9％

無回答
(n=3)

1.1％

■就職先
（卒業後進学希望者、就職希望者の合算）

※ 「中国地方での就職」、「その他地域での就職」は「県
外で就職」に含む。

■進路

高校生アンケート

30％程度が無回答であり、まだ明確になっていないもの多い。
（この層をどう取り込むか）
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卒業後 進学先 就職先

進学
(n=143)

70.4
％

県内 6.9％ 市内 1.5％

市外 5.9％

中国地方 18.7％ 中国地方 9.3％

その他地域 39.4％ その他地域 26.1％

その他 3.9％

無回答 1.5％ 無回答 27.6％

就職
(n=42)

20.7
％

市内 2.5％

市外 3.4％

県外 14.8％

その他
(n=11)

5.4％

無回答
(n=7)

3.5％

■就職先
（卒業後進学希望者、就職希望者の合算）

※ 「中国地方での就職」、「その他地域での就職」は「県
外で就職」に含む。

■進路

高校生アンケート

30％以上が無回答であり、まだ明確になっていないもの多い。
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【市外出身高校生の市内就職希望者】

• 高校卒業後は「進学」が最も多く70.4％。

• 「益田市内で就職」を想定している割合は3.9％と少ないが、一定数はある。

（進学希望者、就職希望者を合算）



【市内で就職を希望しない理由】

• 出身地別では、市内は「都会で暮らしたいから」が34.2％、県外で「出身地で働
きたいから」が39.4％。

• 市内出身者では、「希望する職種がない」、「働きやすい企業がない」が16.7％。

■市内で就職を希望しない理由（出身地別）

11.5

10.7

19.7

7.0

3.5

6.0

12.6

2.7

4.9

39.4

24.8

34.2

21.3

8.5

13.6

16.8

14.8

7.0

11.5

11.4

11.5

12.7

22.4

18.1

27.9

25.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=286)

市内(n=149)

市外(n=61)

県外(n=71)

希望する職種がないから 働きやすい企業がないから 出身地で働きたいから

都会で暮らしたいから 他の地域で活躍したいから その他

無回答

高校生アンケート
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31.1

44.9

16.8

6.9

67.1

54.0

81.2

89.2

1.9

1.1

2.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=486)

市内(n=276)

市外(n=101)

県外(n=102)

暮らしたいと思う 暮らしたいと思わない 無回答

【益田市への愛着】

• 全体で約70％が益田市に愛着を感じ
ており、市内出身者では80％を上
回っており、市外出身者や県外出身
者もそれぞれ半数以上を占める。

【将来的な益田市での居住意向】

• 将来「暮らしたいと思う」のは、全
体で約31％。

• 市内出身者においても、半数以上は
「暮らしたいと思わない」と回答。

9.5

12.3

4.0

6.9

61.5

70.3

51.5

48.0

19.1

13.8

29.7

22.5

7.6

2.5

10.9

18.6

2.3

1.1

4.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=486)

市内(n=276)

市外(n=101)

県外(n=102)

強い愛着を感じる ある程度愛着を感じる あまり愛着を感じない愛着を感じていない 無回答

■益田市への愛着（出身地別）

■将来的な益田市での居住意向（出身地別）

高校生アンケート

愛着を感じている：「強い愛着を感じる」「ある程
度愛着を感じる」の合計 42



今後のまちづくりの課題

課題-１ 人口減少に歯止めがかかっていない

課題-２ 居住地の多くが災害リスクを抱えている

課題-３ 自家用車による移動ができない人の増加
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